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でも、ほんとうに
洪
こ う ず い

水が起
お

きそうに
なったら、どうやって
避
ひ

難
な ん

するの？

①雨
あ め

が激
は げ

しく降
ふ

ってきたら・・・
　雨や台風などの状況を、テレビ・ラジオ・インターネットな
どで確認し、最新の災害情報を入手してください。また、市
の広報車、警察・消防からの呼びかけにも注意を払ってくだ
さい。

　洪水の危険が迫ってきたら、次の点に注意
し、冷静に状況判断しながら、安全な避難を
心がけてください。

④ペットがいるご家
か

庭
て い

は・・・
　避難するときは、ペット同行避難が原則です。
　同行避難する際には、キャリーバッグ又はケージにペッ
トを入れ、餌やリード等をもって避難しましょう。
　また、事前にペット同行避難受け入れが可能な避難場
所を確認しておきましょう。

一緒

②避
ひ

難
な ん

を始
は じ

める直
ちょく

前
ぜ ん

に・・・
　ガス、電気、火種を消して、避難場所を確認するとともに、
万一途中で家族が離ればなれになったときの集合場所を
決めましょう。

まず落
お

ち着
つ

いて正
せ い か く

確な情
じょう

報
ほ う

を入
にゅう

手
し ゅ

すること。このページ
の手

て

順
じゅん

とルールで、より早
は や

く、
より安

あ ん ぜ ん

全に避
ひ

難
な ん

しようね！

③子
こ

供
ど も

や高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

などの
　避

ひ

難
な ん

は・・・
　高齢者や身体の不自由な方などは、避難に時間がかか
るため、早めに避難させましょう。また、高齢者や身体の不
自由な方などの避難にも、積極的に協力してください。

避
ひ な ん

難する時
とき

はこんな点
てん

に注
ちゅうい

意しよう
避
ひ な ん

難の注
ち ゅ う い て ん

意点

避
難
の
注
意
点
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⑤避
ひ

難
な ん

のタイミング・・・
　山形市から避難情報が発令される前でも、雨の状態
から洪水の危険を感じたら早めに避難を開始します。
となり近所の人と声を掛け合って避難しましょう。

⑥避
ひ

難
な ん

中
ちゅう

にも危
き

険
け ん

が
　いっぱい・・・
　避難中はできるだけ浸水していない場所を歩き、浸水し
ている場所では溝や水路の存在に注意しましょう。また、が
けに沿った道は土砂災害の恐れがあるので大変危険です。

次
つ ぎ

のような避
ひ

難
な ん

は特
と く

に注
ちゅ う

意
い

が必
ひ つ

要
よ う

です

車
く る ま

での避
ひ

難
な ん

　交通渋滞や緊急車のさまたげにならないよう
に、早めに避難するよう注意しましょう。
　浸水が 30cm を超える
と車の走行が困難
となります。

川
か わ

の近
ち か

くを通
と お

っての避
ひ

難
な ん

　水量が増えて流れが早くなっているので、落ち
たりすると非常に危険です。

ひとりでの避
ひ

難
な ん

　ひとりで避難しようとすると、正確な判断力や
所在の確認がとりにくくなります。また、万一の事
故のときに助けてくれる人が誰もいない場合もあ
ります。避難は複数
でおこないましょう。

橋
は し

を渡
わ た

っての避
ひ

難
な ん

　川が増水している場合は、橋が壊れたり流され
たりする恐れがあります。
　避難経路に橋がある区域の人は、橋の安
全を確認して、
早めに避難し
ましょう。

避
難
の
注
意
点
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　高齢者や身体の不自由な方など、自力で避難することが困難で助け
が必要な方には、日頃から積極的にコミュニケーションを図って、それぞれ
の人に適した誘導方法を確認し、早めに避難させましょう。

高
こ う れ い し ゃ

齢者・病
びょう

気
き

や足
あ し

の不
ふ じ ゆ う

自由なひと
　避難は複数の人で、移動が困難なひとは、ひもで背
負うなどして、避難しましょう。車いすで階段を避難
する際は必ず 3名が協力し、上りは前向きに、下りは
後ろ向きにし、安全に配慮しましょう。

知
ち て き

的や精
せ い し ん

神の障
しょう

がいのあるひと
　「ゆっくり」、「短く簡単な言葉」で問いかけま
しょう。答えは、言葉に限らず相手の表情や身振
りでも判断しましょう。触られるのが苦手な方に
は避難の方向を指さすなど、身振りでも伝えてみ
ましょう。

耳
み み

の不
ふ

自
じ

由
ゆ う

なひと
　話すときは、近くまで寄って相手にまっすぐ顔を
向け、口を大きくはっきり動かしましょう。口頭で聞こ
えない場合は、ペンで筆談し、ペンがなければ相手
の手のひらに指先で字を描いて筆談しましょう。

目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆ う

なひと
　「お手伝いしましょうか」などと、まず声をかけ、話す
ときはゆっくり、はっきり、大きな声で。誘導するとき
はつえを持っていない腕のひじのあたりを軽く触れ
るか、腕を貸しながら半歩前をゆっくり歩いて誘導し
ましょう。

いざ！というとき、自
じ

力
り き

で避
ひ

難
な ん

することが困
こ ん な ん

難な人
ひ と

を、
みんなで助

た す

け合
あ い

いましょう！

要
よ う 　 は い 　 り ょ 　 し ゃ

配慮者をみんなで守
ま も

りましょう。

避
ひ な ん

難の時
とき

は、みんなで助
たす

け合
あ

おう

避
ひ な ん

難の注
ち ゅ う い て ん

意点

避
難
の
注
意
点
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　避難の基本は、浸水区域外への立ち退き避
難ですが、立ち退き避難がかえって危険な場
合は、近隣の安全な建物の上層階へ避難する
ことも有効です。

　浸水深が浅くても長時間の浸水の場合は、ライフライン（電気、ガス、水道）の復旧に時間がかかり、
生活に影響がでます。事前に「浸水継続時間」を確認しましょう。

万
ま ん

が一
い ち

逃
に

げ遅
お く

れてしまったら

浸
し ん す い

水が長
な が

引
び

く場
ば

所
し ょ

を事
じ ぜ ん

前に確
か く に ん

認しておきましょう

詳細は、山形市公式ホームページをご確認ください。
「山形市洪水ハザードマップ（洪水避難地図）・水防に関する情報」 
URL（https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kakuka/tosiseibi/kasenseibi/sogo/
　　7df46529874.html）

12時間未満の区域

浸水継続時間（浸水の深さが
50㎝未満になるまでの時間）

（ランク別）

凡　例

12時間～1日未満の区域

1日～3日未満の区域

3日～1週間未満の区域

浸水継続時間

避
難
の
注
意
点
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四角形
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四角形


